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午前１０時０５分 開 会

○議長（小松穂積） おはようございます。

これより、令和５年１２月定例会を開会いたします。

三浦利通議員から欠席の届出があります。

諸般の報告は朗読を省略いたします。

○議長（小松穂積） 直ちに本日の会議を開きます。本日の議事は、議事日程第１号を

もって進めます。

日程第１ 会期の決定

○議長（小松穂積） 日程第１、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から１２月１８日までの１９日間とい

たしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、会期は１９日間と決定いたしま

した。

日程第２ 会議録署名議員の指名

○議長（小松穂積） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。

８番佐藤誠議員、９番畠山富勝議員を指名いたします。

日程第３ 議案第９０号から第１１１号までを一括上程

○議長（小松穂積） 日程第３、議案第９０号から第１１１号までを一括して議題とい

たします。

職員に議案を朗読させます。

【職員朗読】

議案第９０号 男鹿市一般職の職員の給与に関する条例及び男鹿市一般職の任期付

職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について
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議案第 ９１号 男鹿市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついて

議案第 ９２号 男鹿市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例について

議案第 ９３号 男鹿市空家等対策協議会条例の一部を改正する条例について

議案第 ９４号 男鹿市手数料条例の一部を改正する条例について

議案第 ９５号 男鹿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例及び男鹿市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議案第 ９６号 男鹿市商工業振興促進条例の一部を改正する条例について

議案第 ９７号 男鹿市水道事業給水条例の一部を改正する条例について

議案第 ９８号 インフォメーションセンターわかみの指定管理者の指定について

議案第 ９９号 なまはげ館の指定管理者の指定について

議案第１００号 男鹿市シルバーワークプラザの指定管理者の指定について

議案第１０１号 男鹿駅周辺広場の指定管理者の指定について

議案第１０２号 男鹿市体育施設等の指定管理者の指定について

議案第１０３号 令和５年度男鹿市一般会計補正予算（第６号）について

議案第１０４号 令和５年度男鹿市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて

議案第１０５号 令和５年度男鹿市診療所特別会計補正予算（第１号）について

議案第１０６号 令和５年度男鹿市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

議案第１０７号 令和５年度男鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて

議案第１０８号 令和５年度男鹿みなと市民病院事業会計補正予算（第２号）につ

いて

議案第１０９号 令和５年度男鹿市上水道事業会計補正予算（第２号）について

議案第１１０号 令和５年度男鹿市ガス事業会計補正予算（第１号）について

議案第１１１号 令和５年度男鹿市下水道事業会計補正予算（第１号）について
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○議長（小松穂積） 提案理由の説明を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二 登壇】

○市長（菅原広二） 皆さん、おはようございます。

今定例会で御審議いただきます案件は、条例の改正案や補正予算案など２２件であ

りますが、提案理由の説明に先立ちまして、諸般の報告を申し上げます。

まず、農業者年金に係る不適切な事務処理についてであります。

このたび、農業委員会事務局において、職員が全国組織である独立行政法人農業者

年金基金へ進達すべき届出書類を未処理のまま放置していたことが判明いたしまし

た。

これにより、年金の過払いが１件、３９，２７５円、未払いが５件、１４万１，６

４９円、受給開始の遅れが２件などが発生したものであります。

本事案の対象となった１２名の方々に対しましては、今月１３日から１４日にかけ

て直接事情を説明の上、謝罪し、速やかに事務手続を取ることで御理解をいただいて

おります。

今回の不始末は、当事者が副事務局長という管理職の立場にある職員で、しかもＪ

Ａから再三にわたり事務の遅れを指摘・催促されていたにもかかわらず放置していた

ものであり、農業者年金制度や農業委員会業務への信頼を損なうだけにとどまらず、

市政全般への信用を著しく失墜させる重大な事案であると認識しております。このた

め、関係職員の処分については、農業委員会において減給の懲戒処分としたところで

あります。

市民をはじめ議会の皆様に多大な御迷惑をおかけしましたことに対し、深くおわび

を申し上げます。

以後、このような不祥事がないよう再発防止と一層の綱紀粛正に努め、市政に対す

る信頼回復に努めてまいります。

次に、経済状況と物価高騰への対応について申し上げます。

県内の経済情勢は、製造業を中心とした設備投資の動き、新型コロナの５類移行を

受けた飲食や旅行の回復等により、景気全般としては持ち直し基調にありますが、物

価高騰の影響で個人消費が腰折れし、景気回復のブレーキになっていると認識してお

ります。
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本市の状況を見ますと、観光では、今年１０月までの日帰りの観光客数が前年対比

１０８パーセントとなっておりますが、宿泊者数は大雨の影響もあり９８パーセント

にとどまっております。また、長引く物価高が市民生活や事業活動に大きな影響を及

ぼしているほか、相次ぐ災害による農業経営状況の悪化が市内の景気回復を遅らせる

要因となることが懸念されます。

こうした状況の中、政府が決定した「デフレ完全脱却のための総合経済対策」を受

けた国の補正予算が、昨日、成立いたしました。

市といたしましては、予算に盛り込まれた「重点支援地方交付金」を活用し、物価

高騰対策に係る関係予算案を本定例会に速やかに追加提案し、物価高に直面する低所

得世帯や子育て世帯の負担軽減を図るとともに、事業者の方々がこの物価高を乗り越

えていけるよう、省エネ化や生産性向上への取組等を後押ししてまいります。

次に、農業・水産業の状況について申し上げます。

農業については、１１月臨時会でも御報告したとおり、異常気象に伴う度重なる災

害により、農産物全般にわたり収量の減少と品質の低下が著しく、国が公表した１０

月２５日時点でのコメの作況指数も、本市を含む県中央部が９５の「やや不良」とな

るなど、大変に厳しい１年でありました。今年は素直に出来秋を喜べないというの

が、農家の皆様の正直な気持ちだと思います。

このため、現在、大雨や霜の被害対策と、さきの臨時会で御可決いただいた高温・

少雨対策を一体で周知ＰＲに努めているところであり、被災された農家の方々にしっ

かりと支援が届き、来年の営農に意欲を持って取り組んでいただけるようサポートし

てまいります。

また、水産につきましては、秋田県漁業協同組合によりますと、本年１月から１０

月までの漁獲量は３，０８１トン、漁獲金額は１０億５，０００万円で、本市の主要

魚種であるベニズワイガニやサケの水揚げ減少により、昨年同期と比較し漁獲量は１

１９トンの減となっております。一方、近年の海水温の上昇により、ブリや南方系の

魚であるアマダイが高値で取引され、漁獲金額は１億１，５００万円の増となってお

ります。

今季のハタハタ漁については、沖合底引き網漁が９月６日に初水揚げがありました

が、１１月２４日現在の漁獲量は４．５トンで、昨年同期と比較し半減しておりま
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す。

先月開催された「秋田県ハタハタ資源対策協議会」では、近年の漁獲低迷について

海水温上昇など海洋環境の変化が主な要因であるとしており、今期の水揚げは過去最

低の１４０トンと厳しい予想になっております。

間もなく沿岸季節ハタハタ漁の時期を迎えますが、関係各所と連携を取りながら情

報収集に努め、今後の水揚げの状況を注視してまいります。

こうした中、市ではハタハタのみに依存しない経営の確立を図るため、船川地区で

ギバサ、五里合地区でクルマエビ、戸賀・台島地区でマガキの養殖事業化に向けた実

証事業を実施しております。また、県外のスタートアップや水産関連事業者等が、地

元の漁業者と協力して海藻の養殖や藻場造成によるブルーカーボンを推進するといっ

た動きも出てきております。

今後とも、民間企業との連携を強化しながら、意欲ある漁業者が経営の維持と所得

の向上を実現できるよう取組を進めてまいります。

次に、大雨被害に伴う災害復旧工事の進捗状況について申し上げます。

７月の大雨による道路や河川など土木施設の被災箇所について、早期の対応が必要

な５７か所は既に復旧工事が完成しているほか、国の災害査定を受けた仁井山北町線

や、市単独での復旧に取り組むなまはげラインなどについては、今議会に復旧工事に

係る予算案を提案しており、御可決いただいた後、速やかに工事に着手いたします。

また、茶臼配水池の送水管や９月の大雨により被災した仁井山滝川線等について

は、１２月中に災害査定が予定されているため、その結果に基づき、早期の工事発注

に努めてまいります。

このほか、農林業関係施設においても、稲刈りや来年の耕作の支障となる箇所では

既に工事が終了しており、残る被災箇所についても今年度中に完成の予定でありま

す。

一方、住宅等の浸水被害が発生した比詰川の河川改修につきましては、先月、本市

の重点事項として、私から知事に対し強く要望したところでありますが、このたび

「雄物川圏域流域治水協議会」の場において、県から、治水安全度の向上を図るた

め、早期に河川修理を実施するとの方針が示されました。

市といたしましては、比詰川の氾濫による住宅被害を食い止めるという長年の課題
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解決に向け、地元との連携・調整に全力で対応してまいります。

次に、冬の感染症への対応について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症に関しては、感染症法上の位置づけが５類に移行して以

来、第９波とされる流行によりお盆以降患者数が増加し、定点医療機関当たりの新規

患者数が３０人を超えておりましたが、現在では約２人という状況にまで減少してお

ります。

こうした中、９月から５歳以上の全市民を対象に秋開始接種を実施しており、１１

月２７日現在の接種率は、全体で３０．２パーセント、６５歳以上で４４．３パー

セントとなっております。

一時、ワクチンの供給不足が心配されましたが、今月は集団接種の予約枠に空きが

出るなど、接種のピークは越えたものと思われ、年明けから年度末までは、個別の医

療機関を中心とした接種体制に移行すべく準備を進めております。

一方で、季節性インフルエンザの感染者数は、１０月下旬以降急増しており、本市

においても感染の拡大防止のため小学校で学級閉鎖等の措置が取られているほか、全

国的にせき止めや解熱剤など一部医薬品の供給不足が心配されるなど、市民生活への

影響が懸念されております。

新型コロナもインフルエンザも予防対策は同じであります。市民の皆様におかれま

しては、引き続き、早めのワクチン接種をはじめ、場面に応じた適切なマスクの着

用、手洗いの励行など基本的な感染対策を継続していただくようお願い申し上げま

す。

次に、廃校を活用したパック御飯工場の建設計画について申し上げます。

大潟村に拠点を置く株式会社ジャパンパックライス秋田におきまして、空き校舎と

なっている旧野石小学校を活用し、無菌包装米飯、いわゆるパック御飯の製造工場を

建設することが計画されております。

令和３年に整備した県内初となる大潟村の工場が順調に稼働していることから、こ

のたび、本市の誘致要請に応える形で取り組むものであります。

計画では、国内はもとより米国等への輸出を視野に入れ、大潟村の施設を上回る能

力の製造ラインを整備することとしており、現在、国の補助事業を活用すべく準備を

進めていると伺っております。
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本市にとっては、遊休施設の活用、原料米の生産供給を通じた農業振興、雇用の創

出など、地域経済の活性化に大きく寄与する事業であると考えております。

このため、建設計画が円滑に進むよう、庁内にプロジェクトチームを立ち上げ、関

係部局が連携し一体となって支援してまいります。

次に、リゾート宿泊施設の進出についてであります。

温泉旅館を運営する株式会社山人が、令和７年春の開業を目指し、本市の鵜ノ崎海

岸沿いの高台に高級リゾート宿泊施設を建設する計画を発表いたしました。

同社は、秋田県境に位置する岩手県西和賀町で高価格帯の宿泊施設を運営してお

り、旅行雑誌で多くの賞を受賞しております。

計画では、客室数は半露天風呂付きの全１６室で、「日本海（うみ）を愛（め）で

男鹿を謳う」をコンセプトに、鵜ノ崎海岸の眺望を全ての客室から楽しめるよう配置

するとともに、男鹿ならではの新鮮な海の幸を提供すると伺っております。

市ではこれまで、観光客の周遊性向上や滞在時間の延伸を図るべく、様々な取組を

推進しているところであります。そうした方向性の中で、これまでにないハイクラス

なリゾート宿泊施設の進出は、インバウンドを含めた誘客促進はもとより、男鹿の魅

力がさらに高まることで、男鹿観光全体にとっても大きなメリットがあると期待して

おり、施設の建設に向け、ふるさと融資制度などを活用して支援してまいります。

次に、開設に向けて準備が進められている洋上風力発電関連の総合訓練センターに

ついて申し上げます。

現在、日本郵船株式会社と日本海洋事業株式会社で構成されるコンソーシアムが、

男鹿海洋高校及び旧船川南小学校の一部施設を活用し、洋上風力発電設備のメンテ

ナンスや作業船に携わる人員の訓練を行うための総合訓練センターの整備を進めてお

ります。

男鹿海洋高校では水深１０メートルの潜水プールを活用した海上安全訓練が、旧船

川南小学校では船上での火災を想定した消火・救助活動の訓練がそれぞれ実施される

見込みとなっております。また、作業員輸送船であるＣＴＶの操船訓練を行えるシ

ミュレーターの導入も予定されており、本市が洋上風力関連人材を輩出する拠点とな

ることが期待されます。

事業者によりますと、総合訓練センターの開設は令和６年４月を予定しており、近
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隣町内会向けにも定期的に報告会を開催するなど、順調に準備が進んでいると伺って

おります。引き続き、コンソーシアムとの連携のもと、開設に向けてバックアップし

てまいります。

次に、国際海藻サミットについて申し上げます。

今月４日・５日の２日間にわたり、男鹿市民文化会館をはじめ市内各所を会場に、

一般社団法人「日本スローフード協会」の秋田支部秋田海藻チームの主催で、海藻文

化と可能性について学ぶ「第２回国際海藻サミット」が開催されました。

期間中は、国内外から約１７０名が参加し、シンポジウムでは研究者らが水産資源

の保全や海藻文化の重要性についてトークセッションを行ったほか、ワークショップ

では男鹿産のエゴやアラメを使った海藻料理を提供するなど、各会場で真剣な議論や

活発な交流が行われました。

今回のサミット開催により、本市の豊富な海藻と独特な食文化が内外へ発信される

こととなり、今後、学術分野のみならず、エゴなどの食や観光の面にも広がりが期待

できることを再認識したところであります。

これを契機に、水産業や観光、さらにはブルーカーボンを通じた環境問題を含め、

地域の活性化にどう結びつけることができるか研究してまいりたいと思います。

次に、令和６年度の当初予算編成方針について申し上げます。

本市においては、歳入面では、急速な人口減少等による税収の落ち込みや、臨時財

政対策債を含めた実質的な地方交付税の減少が懸念される一方、歳出面では、船越こ

ども園の整備などの大規模ハード事業の実施に加え、物価高騰や賃金上昇に伴い維持

管理費が増大するなど、引き続き厳しい財政運営が続くものと見込まれます。

もとより、予算編成に際しては、財政規律の順守が基本となりますが、一方で本市

にあっては、人口減少や少子高齢化といった根本的な課題を抱えているほか、足元で

は働く場の確保や観光・農業等の基幹産業の活性化が待ったなしの状況にあり、こう

した課題の解消に向け、積極的な取組が必要であると考えております。

幸い、今年から来年にかけて、船川港の機能強化に向けた取組の進展、洋上風力発

電関連の総合訓練センターの開設、旧野石小学校でのパック御飯工場の建設、圃場整

備や蓄養殖漁業の機運の盛り上がり、観光面では鵜ノ崎地区への高級リゾートホテル

の進出など、男鹿の将来の発展に資する新たな取組が生まれてきております。
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来年度は、こうした成長の芽をしっかりと育て、成果を出す大事な１年になると考

えております。

このため、新年度の予算編成に当たっては、事務的な経費全般にわたる節減や事務

事業の見直しを継続的に進める一方、これにより生み出された財源を基に、「観光、

農業・漁業など地場産業の振興」、「重要港湾船川港の活性化と企業誘致対策」、「子

育て環境日本一を目指した総合支援と学校教育の充実」など五つの事項を重点的取組

に位置づけ、本市の将来を見据えた新規事業や既存事業の拡充などを優先的に予算措

置してまいります。

以上で諸般の報告を終わり、次に提案理由の御説明を申し上げます。

まず、条例案でありますが、議案第９０号から第９２号は、秋田県人事委員会の給

与等に関する報告及び勧告等に準じて、職員の給料月額並びに期末手当及び勤勉手

当、特別職期末手当の支給割合を改定するため、各関係条例の一部を改正するもので

あります。

議案第９３号は、空家等対策の推進に関する特別措置法の一部改正に伴い、条項を

引用する関係条文を整理するため、本条例の一部を改正するものであります。

議案第９４号は、旅館業法の一部改正に伴い、旅館業の譲渡及び譲受けの承認を受

けようとする者から手数料を徴収するため、本条例の一部を改正するものでありま

す。

議案第９５号は、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関

する法律及び児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、引用条文

の整理を行うとともに、所要の改正を行うため、各条例の一部を改正するものであり

ます。

議案第９６号は、製造業をはじめとした産業立地の促進に向け、労働力不足への対

応や生産性の向上を目的とした自動化・省人化の進展等を踏まえ奨励措置の適用要件

を見直すため、本条例の一部を改正するものであります。

議案第９７号は、人口減少に伴う水需要の減少、水道施設の老朽化などの経営環境

の変化を踏まえ、水道料金を改定し、もって経営の健全化を図るとともに、水道水の

安定供給に必要な施設更新等に係る財源を確保するため、本条例の一部を改正するも

のであります。
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次に、単行案でありますが、議案第９８号から議案第１０２号までの指定管理者の

指定５件については、本市の公の施設について令和６年４月以降の指定管理者をそれ

ぞれ指定するものであります。

次に、予算案についてであります。

議案第１０３号の一般会計補正予算は、７月１４日からの大雨により被災した土木

施設の復旧に要する経費をはじめ、氏名の振り仮名記載の法制化に伴う戸籍情報シス

テム等の改修や、小中学校における事務処理を全県統一のシステムとするためのセ

キュリティ対策の強化など、次年度に向けたシステム環境の整備に要する経費のほ

か、職員の給与改定等による人件費などを措置したもので、歳入歳出それぞれ３億

７，０５０万円を追加するものであります。

議案第１０４号から議案第１０７号までの各特別会計の補正予算については、前年

度からの繰越金及び一般会計繰入金、決算の精算による調整等を図ったほか、給与改

定及び職員の異動調整による人件費などを措置したものであります。

議案第１０８号の男鹿みなと市民病院事業会計補正予算については、入院外来収益

及び経常経費の見直しを図ったほか、給与改定及び職員の異動調整による人件費など

を措置したものであります。

議案第１０９号から議案第１１１号までの上水道、ガス及び下水道事業会計の補正

予算については、収支全般の見直しを図ったほか、給与改定及び職員の異動調整によ

る人件費を措置したものであります。

以上、提案理由について御説明を申し上げました。よろしく御審議の上、御可決賜

りますようお願い申し上げます。

以上であります。

日程追加の件

○議長（小松穂積） 次に、お諮りいたします。ただいま市長より議案第１１２号が提

出されました。この際、本件を日程に追加し、議題といたしたいと思います。これに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、本件を日程に追加し、議題とす
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ることに決しました。

日程第４ 議案第１１２号を上程

○議長（小松穂積） 日程第４、議案第１１２号令和５年度男鹿市一般会計補正予算

（第７号）についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二 登壇】

○市長（菅原広二） ただいま議題となりました議案第１１２号の一般会計補正予算に

ついて、提案理由の御説明を申し上げます。

本補正予算は、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている低所得世

帯の生活を支援するための経費を措置したもので、歳入歳出それぞれ３億６，４３７

万２，０００円を追加し、補正後の予算総額を１８９億７６７万２，０００円とする

ものであります。

なお、生活者・事業者に対する支援策については、本定例会に関連予算を追加提案

の上、家計への影響が特に大きい世帯の負担軽減、省エネ化や生産性向上に向けた取

組に対する助成等を講じてまいります。

以上、提案理由について御説明を申し上げました。よろしく御審議の上、御可決賜

りますようお願い申し上げます。

○議長（小松穂積） 次に、議案の説明を求めます。鈴木総務企画部長

【総務企画部長 鈴木健 登壇】

○総務企画部長（鈴木健） おはようございます。

私から、議案第１１２号令和５年度男鹿市一般会計補正予算（第７号）について御

説明申し上げます。

補正予算書の１ページをお願いいたします。

まず、条文の第１条は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億６，４３７万

２，０００円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１８９億７６７万２，０００

円とするものであります。

この予算規模は、当初予算に比較しますと７．４パーセントの増となっておりま

す。
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予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額等につきましては、第１表で御説

明いたします。

恐れ入りますが、３ページをお願いいたします。

第１表は、歳入歳出予算補正でありますが、補正額とその概要について申し上げま

す。

まず、歳入についてであります。

１２款地方交付税１項地方交付税は、３，８０７万４，０００円の追加で、普通交

付税であります。

１６款国庫支出金２項国庫補助金は、３億２，６２９万８，０００円の追加で、重

点支援地方交付金であります。

以上の結果、歳入合計は、３億６，４３７万２，０００円を追加し、予算の総額を

１８９億７６７万２，０００円とするものであります。

これを歳入における財源区分別の比率で申し上げますと、一般財源６４．３パー

セント、特定財源３５．７パーセントであります。

次のページをお願いいたします。

次に、歳出であります。

２款総務費１項総務管理費は、１４万３，０００円の追加で、会計年度任用職員の

社会保険料事業主負担分であります。

３款民生費１項社会福祉費は、３億６，４２２万９，０００円の追加で、低所得世

帯支援物価高騰対策特別給付金及び灯油等購入費助成金などであります。

以上の結果、歳出合計は、歳入同様、３億６，４３７万２，０００円を追加し、予

算の総額を１８９億７６７万２，０００円とするものであります。

これを性質別比率で申し上げますと、消費的経費６３．３パーセント、投資的経費

１７．０パーセント、その他の経費１９．７パーセントであります。

以上をもちまして、議案第１１２号令和５年度男鹿市一般会計補正予算（第７号）

の説明を終わらせていただきますが、御審議の上、御可決賜りますよう、よろしくお

願いいたします。

○議長（小松穂積） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と言う者あり）
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○議長（小松穂積） 質疑なしと認めます。よって、質疑を終結いたします。

お諮りいたします。本件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員

会への付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって本件については、委員会への付託

を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 討論なしと認めます。よって討論を終結いたします。

これより議案第１１２号を採決いたします。本件については、原案のとおり決する

ことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、議案第１１２号は原案のとおり

可決されました。

お諮りいたします。ただいま本件が可決されておりますが、さきに議案上程いたし

ております議案第１０３号令和５年度男鹿市一般会計補正予算（第６号）についてを

含め、関係する数字及びその他の整理を要するものにつきましては、会議規則第４３

条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思います。これに御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって、関係する数字及びその他の整理

は議長に委任することに決しました。

議案第１１２号令和５年度男鹿市一般会計補正予算（第７号）を（第６号）とし、

議案第１０３号令和５年度男鹿市一般会計補正予算（第６号）を（第７号）として整

理し、併せて各補正予算の補正前の額及び計については、所要の計数整理を行い、整

合させることにいたします。

○議長（小松穂積） 以上で、本日の議事は終了いたしました。
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休会の件

○議長（小松穂積） お諮りいたします。１２月１日は議事の都合により休会いたした

いと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 御異議なしと認めます。よって１２月１日は議事の都合により休

会とし、１２月４日午前１０時より本会議を再開し、市政に対する一般質問を行うこ

とにいたします。

本日は、これにて散会いたします。お疲れさまでした。

午前１０時５０分 散 会


